
能登半島地震と原発�
そして狙われる岩手：最終処分場

２０２４．４．２５　　主催　日ロ協会岩手支部　�
　　　　　　　　　　　会場　盛岡市中央公民館　�
三陸の海を放射能から守る岩手の会　　永田文夫



お話の内容

１　能登半島地震と原発　珠洲原発（人々の運動で中止）�
　　　　　　　　　　　志賀原発（休止中、地震被害を受けた）�
２　女川原発　被災原発、事故があれば岩手県も現地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
３　高レベル放射性廃棄物最終処分場　狙われている岩手�
　　　RMC（ラジオメディカルセンター：医療用放射性廃棄物�
　　　　　　処理工場）�
　　　ILC（国際リニアコライダー：高エネルギー加速器）�
おわりに　



１　能登半島地震と原発　

　○　能登半島地震�
　○　能登の原発�
　　珠洲原発計画：建設され稼働していたならば！�
　　志賀原発の地震被害
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気象庁　https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/jma-shindo-kaisetsu-gaiyo.pdf



両原発/集落は孤立！　 :珠洲原発予定地

誰も想定できなかった大地震！

深さ16km



珠洲原発が建設稼働していたなら
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４つのプレートがぶつかる日本の大地は活発に動いている M：地震により解放された
エネルギの大きさ
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１
か
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停
止
、
審
査
中
　�

１号機：BWR54万ｋW、1993～ 
2号機：ABWR136万ｋW2006～ 
30km圏内6万世帯15万人居住



2024.1.2

2024.1.5頃

高感度地震観測システム　Hi-net1996年から開始 
日本全国に800本ほど観測井（100～200m）20km毎



防災科学技術研究所総合防災情報センター窓口にメールで問い合わせてみた。
「消えた理由や日時等をお知らせお願いします。」答え「Hi-netで観測し震源を
決定している最初に自動処理結果、2日後気象庁一元化要素と2段階になつてい
るためと考えられます。」、再度質問「データは一元化要素の位取りなど基準
を満たしているようですがなぜ修正ではなく削除されたのですか」回答なし。
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志
賀
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発
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辺
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源
が
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あ
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た
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と
が
わ
か
る

2024.1.17　21：52 
30日前からの震源

活断層とは：数十万年前以降繰り返し活動し将来も活動すると
考えられる断層　日本には約2000箇所あると言われている 



　　　　志賀原発敷地内活断層 
2016.3規制委有識者会議で活断層と指
摘されていた。2023.3に「活断層では
ない」という北陸電力の主張を規制委が
了承した。その後他の断層について審査
中だった。　 

＊1999.6.18臨界事故(15分）あり、制御
棒3本引抜けあわや重大事故　8年間隠蔽

IN
ES

レ
ベ
ル
２
の
事
故 

公
表
す
る
と
二
号
機
の
工
程
が 

遅
れ
る
の
で
国
へ
報
告
せ
ず 

済
ま
せ
、
隠
蔽
し
て
き
た
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敷地内変圧器油漏れ 
過小報告 
最終的には 
１９８００㍑ 

主電力２系統使用不可



志賀原発基準地震動 
1号機600ガル　2号機1000ガル　 

敷地震度5強399ガル（240～520ガル） 
建屋設備1号機最大957ガル 
建屋設備2号機最大871ガル 
変圧器の油漏れ約2万㍑海へも 
外部電源5回線内2回線不可 
敷地内沈下、亀裂、傾き 
↓東京新聞1月13日



志賀原発　稼働していたなら、福島第一原
発と同様の過程をたどったかもしれない 
小出さん　北陸中日新聞2024.4.6
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プルトニウム

ウラン燃料

ウラン

放射能1億倍増加
核分裂、超ウラン元
素、壊変核種が発生

なぜ稼働中の原発は危険か 
それは放射能が１億倍！
に増えているから！ 

福島原発は稼働中だった
ため莫大な放射能が環境

へ放出された 
放射能：ベクレル（１秒１発１Bq) 

２～４

94～96
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取
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新
大
綱
策
定
会
議
第
１
２
回
資
料
第
１－

１
号
３
頁
　
杤
山
　
修

2.5万年後
U鉱石 
750t並

100万年後 
U燃料1t 
より多い

放射能が1億倍に 
増える根拠グラフ

燃料取り出し/装荷前 
=10の10乗/10の２乗 
=10の８乗=１億
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能登半島北部は最終処分場の適正地になっていた、無責任な特性マップ 
活断層の近傍、隆起・侵食が大きい範囲は好ましくないはず



2 　女　川　原　発　
○　3.11東日本太平洋沖地震の　被災原発　INESレベル2事故　�
○　世界で最も地震の影響を受けやすい原発�
○　内陸寄り大地震が30年以内に90%の確率で起こると　�
　　地震研究所が予測している。能登半島と同程度のM6.5�
　　近くの海底に活断層がある。�
○　女川原発2号機の再稼働予定が9月と近寄っている。�
○　女川原発で重大事故があれば岩手県も汚染現地になる。
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女川原発の現状と�
私達の取り組み

2013.7 女川２号機INES(国際原子力事象評価尺度）規制委�
レベル２異常事象（所内かなり放射性物質で汚染）と評価
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１号機　廃炉措置中 
２号機　９月再稼働予定 
３号機　申告未定
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観測史上最大の地表変動！　牡鹿半島電子基準点
　（1891濃尾地震約８ｍの水平変動）

震度6弱（520～830ガル）
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女川原発は世界中で最も地震の影響を受けやすい原発 
米国原子力学会で報告　2011.10.30ー11.3



女
川
原
発
は
「
被
災
原
発
」

　IN
ES

レ
ベ
ル
２

2号機 
3階壁の
ひび



東日本大震災3.11時 
牡鹿半島女川原発周辺 

道路寸断状況 
出典「女川原子力発電
所の概要および東日本
大震災時の対応状況」
東北電力㈱　22頁 
https://www.pref.miyagi.jp/

documents/10421/282467.pdf

女
川
原
発
週
周
辺
道
路
も 

能
登
半
島
と
同
じ
だ
っ
た
！



原
子
炉
建
屋
の
構
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地
震
に
よ
り
上
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階
の
剛
性
が
７
割
も
低
下
，
下
部
は
２
・
５
割
低
下 

建
屋
壁
に
１
１
３
０
の
ひ
び
が
！
　
屋
上
階
の
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
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冷
却
水
漏
洩
事
故
が
心
配
さ
れ
る
。
天
井
ク
レ
ー
ン
を
確
認
を
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女
川
１
号
機
の
屋
上
階
の
プ
ー
ル
水
が
漏
れ
出
て
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用
済
燃

料
が
冷
却
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
，
含
ま
れ
る
セ
シ
ウ
ム�

１
３
７
が
揮
発
し
放
出
さ
れ
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径
１
４
７
ｋ
ｍ
（
現
在
減
衰

し
て
お
り
１
２
７km

）
が
強
制
避
難
区
域
に
な
る
可
能
性
あ

り
。
こ
れ
は
福
島
原
発
事
故
の
際
に
近
藤
原
子
力
委
員
長
が

行
っ
た4
号
機
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
試
算
に
基
づ
く
試
算
。

貯
蔵
使
用
済
燃
料1331

体
の
約
８
２
％
が
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
す

る
と
半
径170km

が
強
制
移
住
範
囲
と
菅
直
人
総
理
へ
報
告



女川原発　陸寄り地震 
M7.4（能登M7.6)予測 
下図は東北電力作成活断層

https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/
safety/topics/pdf/20160310_1.pdf 

上記URLの48頁 

https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20160310_1.pdf
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20160310_1.pdf


34

天井クレーン台座のき裂事故 
○　2011.3.11大地震時天井クレーン軸受破
損その時には国へ報告 
○　2022.5の天井クレーン支持台車き裂こ
ちらは国へ報告せず 
→市民6団体で電力へ質問状提出 
　2022.11.2に回答（口頭） 
→天井クレーンは地震に弱いことがわかっ 
　てきました。柏崎刈羽原発でも発生

2022.8公表されたクレーン支持台車のき裂事故、この原因は 
2022.3.16の地震によるとされる。1年以上かけて交換。

交換したとの写真は溶接の写真であり、新品の写真とはとても
思えない。質問したがメーカ名は答えず曖昧な答え。

クレーンが動かないと超危険な使用済
燃料が取り出せなくなり大問題！
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　　　※女川原発S2当初375ガル→2000年580ガル→2008年1000ガル 
2011.3.11 東北地方太平洋沖地震　女川原発震度6弱 
2012.5.29  女川１号機天井クレーン異音、軸受油受けに異物発見　6.7国へ報告をする 
2013.11.21 クレーン軸受破損　国へ法令報告する 
2020.7.28 女川原発1号機廃止措置　第一段階（燃料の搬出等）～2028まで 
2022.3.16 福島県沖地震　M7.4　女川町・原発：震度5強　最大震度6強 
2022.5      女川原発1号機定期点検でクレーン台座に8箇所にき裂確認 
2022.8.8    〃　公開　国へ報告せず 
2022.9.27 東北電力樋口社長へ質問状提出宮城2団体・岩手4団体で女川クレーンき裂事故等 
2022.11.2  東北電力樋口社長回答と質疑意見交換会 
2022.12.27 　宮城県，石巻市，女川町等計7県市町による女川原発立入調査実施 
2023.３　　宮城県県議会でクレーン事故をも含む質問が二人の県議からなされた 
2023.4.17  宮城県村井知事へ「女川原子力発電所の重大事故を防ぐため監視監督を徹底する 
　　　　　ことを求める要請・質問書」提出，他宮城県38団体の「安全検討会設置を求める 
　　　　　要望書」提出と意見交換がなされる。 
2023.5.26  宮城県知事へ回答に基づく質疑要請の会合　宮城県11名，岩手県3名参加
2023.8.31  石巻市長、女川町長へ女川原発厳重監視を求める要請岩手4団体４名地元４団体6名
2024.2.22　東北電力社長へ岩手４，宮城２団体で質疑と意見交換会能登半島地震を受け
　　　　　後宮城県庁で記者会見　報道される

女
川
原
発
一
号
機
天
井
ク
レ
ー
ン
台
座
き
裂
発
生
事

故
等
に
関
わ
る
東
北
電
力
社
長
と
宮
城
県
知
事
、
石

巻
市
長
、
女
川
町
長
へ
の
質
問
要
請
行
動
の
経
過
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提出団体
三陸の海を放射能から守る岩手の会（岩手県盛岡市）
放射能から子供を守る岩手県南・宮城県北の会（岩手県一関市）
岩手有機農業研究会（岩手県）
豊かな三陸の海を守る会（岩手県宮古市）
女川原発の再稼働を許さない！宮城アクション（宮城県仙台市）
みやぎ脱原発・風の会（宮城県仙台市）

回答：クレーンき裂は休止中であり国へ報告しない　質問：廃炉の燃料取出しの第一段階で待機中では？ 
回答：・・・。質問：き裂の原因　回答：き裂の原因は5月の定期点検で見つかったので3月16日の地震を原
因とした。　質問：580ガルの耐震の設備が367ガルの地震に耐えられなかったのか　回答：過去の地震の影
響があるかもしれない。質問：事故の詳細報告は公表しないのか　回答：公表していない→（原子力規制委員
会で公開している）質問：使用済燃料の貯蔵状況　回答1号機821体，2号機1263体，3号機706体　 
質問：牡鹿半島観測史上最大の地表変動（１ｍ沈降，５ｍ移動）建屋への影響は　回答：なし　 
質問：2号機はSs1000ガルだが他の号機はどうなっているのか　回答：なし ○情報公開の姿勢なし：口頭での

回答であった。事故についても。
○福島事故から学んでいない大事
故を起こさないとする姿勢が感じ
られなかった。 
○危機意識が見えない 
1号機使用済燃料事故で半径
127kmが強制避難区域になる

2022.11.2　東北電力担当者との質疑意見交換会
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女川原発2号機再稼働差止め訴訟 
5月24日仙台地裁 
斎藤裁判長：原告が事故発生の具体
的な危険性を立証する責任がある。 
原告：具体的危険は福島の事故が大
きな証拠だ。国策におもねった判決
だ。事故時の避難計画の実効性がな
い。水戸地裁の判決を見よ。 
→　控訴するとのこと

宮城県質疑要請 
2023.5.26 
１）女川原発安全性検討 
　　会の設置を！ 
県：現状維持としたい 
２）クレーン台車き裂 
　　原因究明を 
県：3月16日の地震が原因 
　　と報告されている 
３）県民の声を聞くこと 
　　時間30分では不足 
県：・・・ 
４）6月県議会後再度話し合い
の場を設けてほしい 
県：・・・ 
※県は国任せ，電力の受け売り
で，主体的に監視していこうと
いう姿勢がない。村井知事への
忖度ではないか 
県民を守るため厳重な監視を！



38

女川原発　当　面　の　運　動
　　　　 
○2024.2の再稼働を止めること。世界一地震の影響を受ける原発。　　　　　　　�
○想定を超える地震に何度も襲われている。剛性の低下、多数のひ
びにより耐震は大きく低下している。1000ガルの基準地震動で本当
に耐えるのか。耐震について答えられない職員。　　　　　　　　�
○石巻市や女川町へ電力や宮城県の姿勢（情報隠蔽体質，県民を�
守る姿勢なし，危機意識なし，話を聞かない姿勢等）を伝え�
地元自治体として厳重な監視をするよう要請継続。　　　　　　�
○県に公正かつ厳正な監視機関「女川原発安全性検討会（仮称）」
の設置を要請する。�
※能登半島地震の教訓を基に規制委員会の対策を監視　　



3   高レベル放射性廃棄物最終処分場　狙われている岩手�

 ○　滝沢村RMC（ラジオメディカルセンター�
　　　　　　　　　：医療用放射性廃棄物処理工場）�
　　当初医療用研究用RI廃棄物→原子炉廃棄物へ　内部論文�

 ○　ILC（国際リニアコライダー：高エネルギー加速器）�
　　増田前知事　ILCで長半減期の核種を短半減期化する�
　　　　　　　　　高レベル廃棄物最終処分WG委員長�
　　宮田中国新聞経済部長　�
　　　最終処分場建設のためにILCを与えてはどうか
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８
２
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〇
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滝沢村にRMCラジオメディカルセンター計画 
医薬品工場等、最大従業員200名計画も

1981.9.2 
読売新聞

柳沢児童館

1983.6.18読売新聞 
一本木に変更着工



　社団法人　日本アイソトープ協会　　（１９８３年秋時点）本部　東京都文京区 
　会長　茅　誠司　元東大学長、原子力産業会議副会長　科学技術庁顧問 
　　　　　　　　　動力炉・核開発事業団顧問 
　副会長　武見　太郎　元日本医師会会長　科学技術庁顧問　警察官友の会理事 

　☆　昭和57年（1982年）11月　茅会長が一本木現地視察で来県時　地域の人々の 
　　反対運動の高まりに「警察力による強行着工もありうる」と脅迫した。　

RM
C

の
狙
い
（
将
来
原
子
炉
廃
棄
物
処
理
場
） 

当
初
「RI

廃
棄
物
」→

人
々
の
反
対
が
強
く→

「
医
療

用RI

廃
棄
物
」→

「
研
究
用RI

廃
棄
物
」→

原
子
炉
規

制
法
改
正→

「
原
子
炉
廃
棄
物
」
を
滝
沢
に
搬
入
を
計

画
し
て
い
た 

（
原
子
力
ム
ラ
権
力
者
達
は
地
方
の
人
々
の
環
境
保
全

や
人
権
尊
重
意
識
な
し
平
気
で
騙
し
目
的
達
成
） 

昭和53年（1978)第13回 
日本アイソトープ会議報告集



企画調整部長のときに不動産屋から 
100万円受領返した、原子力ムラのやり方

1987.6操業開始



案
の
定
、
研
究
用
廃
棄
物
を
搬
入
す
る
計
画 

建
設
１
４
年
後
に
出
し
て
き
た

市
民
企
画
の
つ
ど
い
、RI

協
会
と
市
民
と
の
対
話 

２
０
０
４
・
７
・
１
９ 
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■ 沢

村は難色

社
団
法
人
・日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
（本
部
・東
京
都
）
が
、一滝
沢
村
で
中
間
処
理
し
て
い
る
医
療
用

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
（放
射
性
伺
位
元
素
）
廃
棄
物
に
加
え
ヽ
新
た
に
研
究
用
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
を
村
に
求
め‐て
い
る
α
村
は
「住
民
合
意
が
な
け
れ
ば
無
理
」
と
難
色
を
示
し
て
い
る
が
、
協
会
側
は

「拒
否
す
れ
ば
、
他
の
場
所
に
施
設
を
移
さ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
撤
退
の
可
能
性
を
は
の
め
か
し
て
い
る
。

協
会
は
、
放
射
性
医
藻
儡

な
ど
の
医
療
「研
究
用
ア
イ

ソ
ト
ー
プ
の
供
給
か
ら
廃
棄

ま
で
を
一元
管
理
「
８８
年
か

ら
滝
沢
研
究
所
で
、
放
射
能

を
帯
び
た
注
射
器
な
ど
医
療

廃
棄
物
を
年
間
ド
ラ
ム
缶
約

８
千
本
焼
却
・圧
縮
し
て
中

間
処
理
し
て
い
る
。

研
究
用
廃
棄
物
は
、
一部

を
茨
城
県
東
海
村
の
日
本
原

子
力
研
究
所
に
処
理
を
委
託

し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は

未
処
理
の
ま
ま
各
地
に
分
散

機躙”鼎邸罐

研
究
所

し
て
貯
蔵
。
現
在
ま
で
に
ド

ラ
ム
缶
計
約
６
万
本
が
た
ま

り
、
年
々
増
え
続
け
て
い
る

と
い
う
。
協
会
は
各
地
で
処

理
施
設
建
設
を
打
診
し
て
い

る
が
、
難
航
し
て
い
る
。

今
年
２
月
に
は
、
安
代
町

で
施
設
誘
致
計
画
が
持
ち
上

が
っ
た
が
、
住
民
の
反
対
で

断
念
し
て
い
る
。

今
年
８
月
、
村
と
の
公
害

防
止
協
定
で
、
現
在
、
医
療

用
１９
核
種
に
限
っ
て
い
る
処

理
対
象
を
全
‐核種
に
広
げ
る

よ
う
協
定
の
変
更
を
文
書
で

申
し
入
れ
、
研
究
用
を
合
め

た
す
べ
て
の
廃
棄
物
受
け
入

れ
を
求
め
た
。

申
し
入
れ
で
は
、
研
究
用

を
自
家
処
理
で
き
な
い
た

め
、
委
託
料
な
ど
で
年
間
約

４
億
円
の
赤
字
が
出
て
い
る

背
景
に
も
触
れ
な
が
ら
「拒

否
す
れ
ば
現
在
の
施
設
と
敷

地
を
売
り
、
撤
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
」
「新
た
に
約
２０

人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
」
な

ど
と
受
け
入
れ
を
促
し
た
。

す
で
に
９
月
初
め
に
、
地

域
代
表
ら
に
説
明
会
を
開

き
、
今
月
１８
日
に
は
、
一般

住
民
も
合
め
た
説
明
会
を
開

く
予
定
だ
。

協
会
滝
沢
研
究
所
管
理
部

の
ニ
ツ
川
章
二
部
長
は
「村

が
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、
引

き
合
い
の
あ
る
他
の
自
治
体

に
今
の
施
設
ご
と
引
っ
越
し

て
医
療
用
、
研
究
用
を
同
時

に
処
理
し
た
方
が
効
率
的

だ
」
と
い
う
。

際
瑚
権
¨
鰤
嗅
崚
婦
卿
』
け

一雇
用
を
生
む
医
薬
品
工
場
の

誘
致
を
条
件
に
現
施
設
の
建

設
に
同
意
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、
い
ま
だ
に
工
場
建
設
は

実
現
し
て
い
な
い
。

現
在
、一施
設
関
連
の
雇
用

は
約
３０
人
。
施
設
の
固
定
資

産
税
年
間
約
２
５
０
０
万
円

が
村
に
入
っ
て
い
る
。

協
会
は

究
用
の
受

が
、
村
は

得
ら
れ
な

た
。柳

村
純

入
れ
は
住

い
、
無
理
一

は
多
額
の

て
、
撤
退

な
い
」
と
一

鶉
鯰
～笏議

町
民
の
反
対
強
く
決
断

安
代
町
は
十
五
日
、
同
町
内

へ
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
（放
射
性

同
位
元
素
）
廃
棄
物
処
理
施
設

誘
致
の
検
討
、
調
査
を
中
止
す

る
方
針
を
決
め
た
。
町
民
か
ら

反
対
の
声
が
強
く
、
時
間
を
か

け
て
論
議
す
る
よ
り
「自
紙
撤

回
」
を
最
善
の
方
法
と
し
て
選

択
し
た
。

同
町
は
同
日
午
後
、
電
話
で

日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
（本

部
。東
京
都
文
京
区
、
小
田
稔

会
長
）
側
に
同
施
設
誘
致
の
検

討
中
止
を
伝
え
た
。
十
六
日
に

は
、
三
浦
栄
吉
企
画
商
工
観
光

課
長
が
滝
沢
村
の
同
協
会
滝
沢

研
究
所
に
出
向
き
、
町
の
方
針

を
正
式
に
伝
え
る
。

同
施
設
は
、
日
本
ア
イ
ソ
ト

ー
プ
協
会
が
全
国
各
地
に
建
設

地
を
探
し
て
い
る
。
同
町
は
二

〇
〇
〇
年
秋
か
ら
、
雇
用
確
保

と
地
域
産
業
へ
の
波
及
効
果
が

見
込
め
る
と
し
て
、
同
施
設
に

関
す
る
情
報
を
集
め
て
き
た
。

同
町
は
こ
れ
ま
で
、
町
内
七

カ
所
で
の
町
政
懇
談
会
、
町
民

説
明
会
で
同
施
設
誘
致
の
賛
否

を
町
民
に
問
い
掛
け
た
が
、
出

席
者
か
ら
は
反
対
の
声
が
相
次

い
だ
。
さ
ら
に
、
町
議
会
（定

数
十
六
）
も
十
五
日
ま
で
に
、

全
議
員
が
反
対
の
意
思
を
示

し
、
高
村
明
男
議
長
ら
が
議
員

の
総
意
と
し
て
町
当
局
に
申
し

入
れ
る
な
・ど再
考
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
。

北
舘
義
一Ｌ
長
は
「二
十
人

程
度
で
も
安
定
的
な
雇
用
を
確

保
で
き
、
固
定
資
産
税
も
入
る

れ
則
期
枷
〓
¨
″
り
」
は
」
、

放
射
性
廃
棄
物
が
安
全
だ
と
理

解
さ
れ
て
も
不
安
を
抱
い
て
い

る
町
民
は
多
く
、
理
解
は
得
ら

れ
な
い
と
判
断
し
た
」
と
自
紙

撤
回
に
至
つ
た
理
由
を
説
明
す

る
。　
　
　
一

アイ ソ ト
ープ施設

鐵
薇

１
９
９
９
・
６
に
秋
田
県
岩
城
町
の
計
画
が
断
ら
れ
た 

そ
し
て
２
０
０
１
・
８
岩
手
県
安
代
町
も
断
念 

研究用放射性廃棄物 
処理工場計画 

2001.11滝沢村に 
2004.9柳村村長 

拒否



ラ
ジ
ウ
ム
・
ガ
ー
ル
ズ
（
英:R

adium
 G

irls

）
と
は
、
ラ
ジ
ウ
ム
を
含
有
す
る
夜
光
塗
料
を
時
計
盤

に
塗
る
作
業
に
従
事
し
た
結
果
、
放
射
線
中
毒
に
な
っ
た
女
性
工
場
労
働
者
の
総
称
。
中
毒
事
件
は

1917

年
頃
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
オ
レ
ン
ジ
、1920

年
代
初
頭
か
ら
イ
リ
ノ
イ
州
オ
タ
ワ
（
英

語
版
）
、
そ
し
て1920

年
代
に
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
リ
ー
と
い
う3

つ
の
異
な
る
工
場
で

発
生
し
た[1]

。
被
曝
し
た
女
性
の
多
く
は
貧
血
、
骨
折
、
ラ
ジ
ウ
ム
顎 (

あ
ご
の
壊
死)

、
骨
肉
腫
な
ど

を
発
症
し
た
。
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
が
主
で
あ
る
が
犠
牲
者
は112

名
以
上
と
あ
る
　
　W

ikipedia

α

放
出
物
質
は
体
内
に
取
り
込
ま
れ 

内
部
被
ば
く
す
る
と
と
て
も
危
険
で
す 

こ
の
よ
う
な
薬
品
を
認
可
す
る
行
政
は 

異
常
で
す
。
バ
イ
エ
ル
社
と
の
共
犯
で
す 

ラ
ジ
ウ
ム
は
骨
に
濃
縮
し
て
き
ま
す 

貧
血
、
骨
折
、
顎
の
骨
、
骨
肉
腫
等
発
症

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%B8%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BE%E5%B0%84%E7%B7%9A%E9%9A%9C%E5%AE%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/1917%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%BC%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%AA%E3%83%8E%E3%82%A4%E5%B7%9E
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線
監
視
な
ど
を
行

う
た
め
に
県
や
市
、

学
識
経
験
者
な
ど

で
構
成
す
る
「
ラ

ジ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
放
射
線

前
立
腺
が
ん
の
骨
転
移
の
治

療
に
使
わ
れ
、
強
力
な
放
射
線

を
発
す
る
バ
イ
エ
ル
薬
品
の
注

射
薬
の
廃
棄
を
巡
っ
て
、
処
理

施
設
の
近
隣
住
民
ら
が
受
け
入

れ
拒
否
運
動
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

岩
手
県
盛
岡
市
に
住
む
0
0
代

の
医
療
関
係
者
が
言
う
。

「
放
射
線
の
中
で
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
強
力
な
ア
ル
フ
ァ
線
を
使

う
治
療
薬
の
廃
棄
物
が
滝
沢
市

に
搬
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

話
を
聞
き
、
心
配
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
危
険
な
も
の
を
地

元
に
持
ち
込
ま
な
い
で
は
し
い

のです」
こ
の
ア
ル
フ
ァ
線
治
療
薬
は
、

宮
転
移
し
た
前
立
腺
が
ん
患
者

に
使
用
す
る
目
的
で
バ
イ
エ
ル

薬
品
が
昨
年
6
月
に
発
売
し
た

「ゾーフィゴ」　（写真）。

放
射
性
物
質
の
ラ
ジ
ウ
ム
2

2
3
を
静
脈
注
射
で
最
大
6
回

ま
で
体
内
に
授
与
し
、
骨
の
中

に
で
き
た
が
ん
細
胞
を
た
た
く
。

医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
松
井

宏
夫
氏
が
こ
う
解
説
す
る
。

「
前
立
腺
が
ん
の
転
移
の
中
で

も
8
割
以
上
を
占
め
る
の
が
骨

転
移
で
す
が
、
今
ま
で
は
薬
で

痛
み
を
抑
え
る
ぐ
ら
い
し
か
治

療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
を
使
え

ば
4
カ
月
程
度
延
命
す
る
と
の

臨
床
試
験
デ
ー
タ
が
あ
る
。
治

療
薬
と
し
て
非
常
に
効
果
が
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」

だ
が
、
問
題
は
残
液
や
使
用

済
み
注
射
針
、
手
袋
な
ど
ア
ル

フ
ァ
線
で
汚
染
さ
れ
た
も
の
の

処
分
だ
。
放
射
性
医
薬
品
の
処

分
が
で
き
る
施
設
は
国
内
に
は

滝
沢
市
に
あ
る
ラ
ジ
オ
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
滝
沢
R
M
C
）

だ
け
の
た
め
、
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
も

搬
入
を
見
込
ん
で
施
設
と
市
で

協
議
が
進
ん
で
い
た
。
だ
が
、

地
元
住
民
か
ら
待
っ
た
が
か
か

っ
た
の
だ
。
施
設
周
辺
の
放
射

監
視
委
員
会
」
委
員
の
永
田
文

夫
氏
（
7
4
）
が
説
明
す
る
。

「
ア
ル
フ
ァ
核
種
の
塩
化
ラ
ジ

ウ
ム
2
2
3
を
使
う
ゾ
ー
フ
ィ

ゴ
は
原
子
炉
で
作
ら
れ
る
よ
う

な
薬
で
、
危
険
性
は
従
来
の
医

療
用
廃
棄
物
の
数
百
倍
以
上
。

そ
の
う
え
半
減
期
が
2
2
年
の
ア

ク
チ
ニ
ウ
ム
2
2
1
も
混
入
し

て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
一
般
市

民
の
了
解
も
得
ず
に
滝
沢
R
M

C
に
搬
入
し
ょ
う
と
し
だ
の
で

す」
確
か
に
ア
ル
フ
ァ
線
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
使
い
方
を
間
違
え

れ
ば
人
を
殺
せ
る
ほ
ど
強
力
だ
。

2
0
0
6
年
に
ロ
シ
ア
連
邦
保

安
局
の
元
職
員
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
氏
が
毒

殺
さ
れ
た
事
件
で
は
、
ロ
シ
ア

政
府
が
ア
ル
フ
ァ
線
核
種
の
ポ

ロ
ニ
ウ
ム
2
1
0
を
緑
茶
に
混

ぜ
て
飲
ま
せ
だ
と
さ
れ
る
。

医
薬
品
と
は
い
え
、
こ
れ
だ

け
危
険
な
物
質
が
身
の
回
り
に

あ
る
こ
と
に
危
機
意
識
を
持
っ

た
住
民
側
は
、
臨
時
監
視
委
員

会
で
専
門
家
を
招
い
て
市
長
に

直
接
危
険
性
を
訴
え
た
。
そ
の

結
果
、
市
は
そ
れ
ま
で
の
姿
勢

と
は
一
転
し
て
3
月
、
受
け
入

れ
を
見
送
っ
た
。
「
住
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
」
　
（
市
民
環

境
部
）
と
判
断
し
た
た
め
だ
。

ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
の
廃
棄
物
は
今

後
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
？

滝
沢
R
M
C
を
運
営
す
る
日

本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
に
尋
ね

る
と
「
具
体
的
な
保
管
場
所
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
理
由
か

ら
言
え
な
い
」
と
の
回
答
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
意
味
を
問
う

と
、
「
放
射
性
物
質
と
い
う
危

険
な
も
の
だ
か
ら
」
と
の
こ
と

だった。
さ
ら
に
、
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
に
関

し
て
ま
だ
問
題
は
残
っ
て
い
る

と
永
田
氏
は
指
摘
す
る
。

「
心
配
な
の
は
二
次
被
曝
で
す
。

体
重
0
0
㌔
の
患
者
に
6
回
投
与

す
る
と
、
一
般
公
衆
の
年
間
被

曝
限
度
の
2
千
倍
近
い
1
9
8

0
㍉
シ
「
ベ
ル
ト
も
被
曝
し
て

し
ま
い
ま
す
。
静
脈
注
射
後
に

患
者
が
婦
宅
す
れ
ば
、
呼
気
や

便
な
ど
か
ら
同
居
す
る
家
族
が

被
曝
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
そ

れ
に
放
射
性
物
質
は
排
出
物
と

と
も
に
終
末
処
理
場
へ
運
ば
れ
、

患
者
が
亡
く
な
れ
ば
火
葬
場
の

煙
突
か
ら
漏
れ
出
し
ま
す
。
国

の
被
曝
を
防
ぐ
対
策
は
十
分
と

は
思
え
ま
せ
ん
」

厚
生
労
働
省
の
地
域
医
療
計

画
課
で
は
「
放
射
性
医
薬
品
を

投
与
さ
れ
た
患
者
が
医
療
施
設

か
ら
退
出
す
る
ま
で
の
基
準
は

医
療
法
に
あ
る
」
と
し
な
が
ら
、

退
出
後
は
日
本
核
医
学
会
の
定

め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
る
よ

う
医
師
が
患
者
に
説
明
す
る
だ

け
だ
と
い
う
。

そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は

「
投
与
後
2
－
3
日
間
は
小
児

や
妊
婦
と
の
接
触
は
最
小
限
に

す
る
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
る

も
の
の
、
患
者
が
二
次
被
曝
の

こ
と
を
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

国
会
で
も
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
問
題

は
論
議
さ
れ
始
め
た
。

バ
イ
エ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

の
広
報
本
部
は
こ
う
し
た
問
題

に
つ
い
て
、
「
弊
社
と
し
て
は

経
緯
を
見
守
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
相
島
　
瞬

週
刊
朝
日
M
0
0
K

好
評
発
売
中
定
価
9
8
0
円
（
税
込
み
）
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学
習
会
とRM

C

監
視
委
員
会
（1.19)

傍
聴
を
呼
び
か
け
る�

有
機
の
会
（
ク
ラ
ム
ボ
ン
の
会
）
の
チ
ラ
シ 

２
０
１
７�

2017.4.28号



2017年1月19日に臨時RMC監視委員会で柳村典
秀市長、医大教授・協会の説明の後質疑で左図
を用いてを質問したところ、市長が使用後の注
射残液が全てRMCに搬入されるのか医大教授
に確認した。医大教授がその事を肯定したこと
で、市長は搬入の問題点がわかり決心できたよ
うだった。
市長は3月の議会で搬入は見送ると表明しこの
問題は決着しました。
　ところがこれはRMCの存続に係る大問題
だったのです。従来RMCへ搬入が認められてい
る22核種とアルファ医薬品ゾーフィゴを医療現
場で分別せずに廃棄容器に捨てられた結果。　
廃棄物をRMCに搬入できなくなりました。
　現在RMCは開店休業中の状態で焼却炉は止
まったままになっているのです。

ゾーフィゴ



現在のRMC　開店休業状態
医療現場での使用が、滝沢市の搬入見送りの前に開始され、その結果RMCへの搬
入が許可されていた核種医薬品廃棄物とアルファ線医薬品廃棄物の分別がなされな
かったため、数年前から医療用放射性廃棄物のRMCへの搬入が止まっています。
経過　　＊ゾーフィゴ：α線放出末期前立腺ガン薬品 
　2015.4 バイエル薬品がゾーフィゴを厚労省へ申請（ロビー活動） 
　2016.3 厚労大臣 製造販売許可 
　〃　  .4 RI協会滝沢市へ搬入計画提示、市政策調整会議搬入を認める方向 
　〃　  .6 ゾーフィゴ国内販売開始、病院で使用開始 
　〃　  .9 RMC監視委員会で覚書締結の報告　反対市民運動 
　2017.1　臨時RMC監視委員会医大教授、協会説明、市長同席 
　〃　　.3  柳村典秀市長α核種の追加を見送ることを決定



インターナショナルリニアコライダー計画：跡地を最終処分場へ

ビームダンプ：トリチウム発生



地
層
最
終
処
分
適
地�

東
日
本
３
地
域
　�

最
も
安
定�

　
地
質
学
会
で
発
表�

中日新聞
2012.9.18

最
終
処
分
場
選
定
の
事
業
主
体

NUM
O

の
技
術
開
発
評
価
会
議
の 

委
員5

人
の
う
ち
の
一
人



旧
動
燃
調
査
北
上
山
地
北
部
と

南
部
七
ヶ
所
の
候
補
地

階上岳

天神森

堺の神岳

峠の神山

久慈市

宮古市

気仙沼市

大船渡市

氷上山

五葉山

釡石市遠野市
釡石鉱山

1986.5報告書

ILC候補

ILC

の
候
補
地
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に�

気
づ
き
ま
し
た
。



2007～2011.3.11 増田寛也前岩手県知事大抜擢！



増
田
知
事
変
節
「
海
洋
汚
染
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
　
か
ら 

「
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
全
体
の
問
題
、
全
国
民
に
理
解
を
求
め
て
」
へ
　
　
　
　

国
、
電
力
か
ら
大
き
な
力
が
働
き
？
姿
勢
が
変
化
　
　 

　
＊
日
本
原
燃
は
一
日
で
４
２
０
億
円
の
売
上
増
？

26日連絡 
28日説明会 
「県の指導
や協力を得
て決めた」

宮古
会場
700
名参
加



増田寛也野村総合研究所顧問、元総務大臣、前岩手県知事より、
「地域づくりの新たな視点─政府部門との協働をめざして─」と題しまして、ご講演をちょ
うだいいたします。 
「・・・要は、首長というのは権力を持っているわけで、きちんとした手続をとれ
ば、住民が幾ら反対しても、その権力行使は理屈としては可能であります。・・・」

宮田 「皆さん、こんにちは。私は、広島に本社を置きます中国新聞社で、ここに書いてあり
ますけれども、経済部長をしております。・・・それともう一つ、明らかなメリットがない
と。つまり、それはまさしく、武士は食わねど高楊枝じゃないですが、金ではだめなんです
ね。おまえのところは金が欲しいから誘致したんだろう。これは、我々の責任かもしれませ
ん。マスコミも、さんざんそうやって書きます。でも、そうじゃないもの、だからこれがあ
るから手を挙げるんですよという。極めて極論でＩＬＣ（インターナショナル・リニア・コ
ライダー）なんて書きましたけれども。これは、要は約４０キロの直線の加速器の話ですけ
れども、これなんかがセットで来ると、これは世界の拠点です。まさしく、ジュネーブのＣ
ＥＲＮの２７キロのＬＨＣじゃないですけれども、そうしたものが、ちょっと象徴になるよ
うなものがあるといいのかなと。これはちょっと夢ですけれども。・・・

2010.12.17 高レベル放射性廃棄物処分シンポジウム　東京：科学未来館�
基調講演講師：増田寛也氏　�
パネラー：宮田俊範氏（中国新聞経済部長）　の発言から　　　（議事録より）

◉
首
長
は
住
民
が
反
対
し
て
も
、

権
力
行
使
は
理
屈
と
し
て
可
能
！�
◉ILC

と
最
終
処
分
場
を
セ
ッ
ト
に

し
て
は
ど
う
か
！



AAA:先端加速器科学技術推進協議会 
Advanced Accelerator Association Promoting Science & Technology

２
０
１
８
年
９
月
に
見
た
協
議
会

組
織
図
に
は�

特
別
顧
問
：
増
田
寛
也
の
名
前
は

な
し
１
２
月
に
は
名
前
が
記
載
さ

れ
て
い
た

AAA 

は 

三
菱
重
工
を
協
議
会
の
中
心
と
す
る�

大
企
業
群
に
よ
るILC

誘
致
推
進
母
体
で
あ
る
。�

政
産
学
共
同
の
協
議
会
，
事
務
局
はKEK

内
に

設
置
さ
れ
て
い
る

特別顧問　増田寛也

最高顧問:塩谷立(衆議員)



　　　　　AAA:先端加速器科学技術推進協議会（組織）
会長：三菱重工 
最高顧問：塩谷立衆議院議員（裏金問題で離党勧告受入） 
特別顧問：増田寛也 
〃　　　：増子次郎東北電力会長　　　顧問：４名 
理事会：代表三菱重工、 
理事　：KEK、京大、京セラ、東芝、日立（原子力ビジネスユ 
　　　　ニット）、三菱電機、谷村盛岡商工会議所会頭 
事務局：局長三菱重工、副KEK 
ILC計画推進チーム：リーダー三菱重工 
技術部会：KEK　　　広報部会：東芝 
サスティナブリテイ検討部会：KEK 
まちづくり検討部会：未定

会員：土建、電気、メー 
　　　カ等９１社 
賛助会員：大学、ILC関連 
　　　　等４１機関 
最高顧問の議員が脱会になる 
予算獲得の窓口は？



岩
手
県
復
興
基
本
計
画
参
考
資
料�

ILC

運
用20

年
の
た
め
に
八
千
億
円
も
！
　�

　
２
０
１
１
・
８
　45

ペ
ー
ジ

20年の運
用後は？

建設費 
8000億円 
半分をホスト
国で負担

超伝導加速器
による未臨
界？！ 

放射性廃棄物
研究！ 

トンネル
全31~51km
現在20km



達増知事へILC計画に関わり要請　　　　　2012年4月25日�
「本県に高レベル放射性物質を持ち込まないこと・高レベル放射性廃棄
物の最終処分場にしないための質問・要望書」　市民４団体で申入れ　
マスコミ退去し一社も報道せず http://sanriku.my.coocan.jp/120522Q&A.pdf

質１）超電導加速器による未臨界ADSRとは 
質２）放射性廃棄物の研究とは 
質３）上記質１），質２）の意図と経緯　 
答　研究分野として記載、ILCの研究誘致とは無関係 
質４）ILC建設後運用は２０年、空洞の利用計画は　答　未定 
質５）ILCへ放射性廃棄物を持ち込まないこと 
　運用終了後跡地や深部を放射性廃棄物の最終処分場にしなこと　 
　２点について事業主体と文書確認をすること 
答　核廃棄物の最終処分場に転用する考えはない、立地協定などを 
　　締結する際に反映されるようにしたい



http://sanriku.my.coocan.jp/120522Q&A.pdf

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
跡
地
「
核
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
に
転
用
し
な
い
」 

達
増
岩
手
県
知
事
と
の
約
束



増
田
氏
が
座
長
を
務
め
る�

　[

日
本
創
成
会
議]

がI LC

の
誘
致
を
提
案
　
　
　
　�

加
速
器
を
使
用
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
半
減

期
の
短
縮
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。�

有
力
候
補
地
は
　
岩
手
県
北
上
山
地
　�

　
　
　
読
売
新
聞
２
０
１
２
・
８
・
１
４

２
０
１
１
・
５
日
本
創
成
会
議
設
立�

２
０
１
１
・
８
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興�

　
　
　
　
　
計
画
資
料
にILC

誘
致
計
画�

＊
わ
ず
か
３
ヶ
月
で
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
も
の
だ
ろ
う

か
？
大
企
業
群
が
構
成
す
る
先
端
加
速
器
協
議
会A

A
A

が

推
進
母
体
で
あ
る
こ
と
を
隠
す
意
図
が
あ
っ
た
の
か
？

私
が
経
済
界
や
労
働
者

の
代
表
ら
と
構
成
す
る

日
本
創
成
会
議
は
第
一

歩
と
し
てILC

誘
致
を

提
案
し
た

加
速
器
を
使
っ
た
放
射
性
廃
棄
物
の

半
減
期
短
縮
の
研
究
も
進
ん
で
お

り
、
実
現
す
れ
ば
福
島
第
一
原
発
の

処
理
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
る
。

ILC
を
核
に
次
代
を
担
う
新
し
い
産
業

を
集
積
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。



七
十
兆
円
の
新
産
業
が
生
ま
れ
、�

放
射
性
物
質
の
核
変
換
（
短
半
減
期

化
）
を
可
能
に�

増
田
前
知
事
平
泉
町
講
演
よ
り�

　
　
岩
手
日
報
２
０
１
３
・
５
・
２
９

加
速
器
に
よ
る
研
究
が
進
め
ば
将
来
的
に
、
数
万
年
に

も
及
ぶ
放
射
性
物
質
の
半
減
期
を
数
百
年
ま
で
短
縮
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
最
終
処
分
場
を
決
め
る
難

し
さ
が
相
当
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ジ
ア
発
の
国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
に
な
る

こ
と
で
す
。
約70
兆
円
と
言
わ
れ
る
新
産
業
が
生
ま

れ
、
応
用
範
囲
も
非
常
に
広
く
八
千
億
円
か
け
て
も
、

は
る
か
に
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
す
。



北上山地がILC候補地に
決定2017.4.3〜

2017年7月　ILC誘致を考える会　発足　講演、質問要請等 
2018年9月24日　ILC解説セミナー　初めてのリスク説明会 
　　トリチウムが大量に生成、地下100ｍではなかった等 
〃　年9月18日  日本学術会議ILC見直し案の回答案公開　 
〃　年12月19日　日本学術会議「誘致支持に至らない」 
2019年３月7日文科省見解「誘致するとの結論に至らず」 
〃　年3月29日KEKは学術会議の次期マスタープランに応募
2020年1月30日　〃　選外に



ILC

の
ト
ン
ネ
ル
は
当
初
計
画
の
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

の
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
見
直
さ

れ
約
二
〇
キ
ロ
に
短
縮
さ
れ
た
。

隆
起
沈
降
が
激
し
く
起
こ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
精
密
な
水
平

が
要
求
さ
れ
る
装
置
の
設
置
適
地
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

税
金
の
無
駄
使
い
で
あ
ろ
う 

M
EGA

地
震
予
測
２
０
２
４
・
４
・
１
０
よ
り



・２０kmはどの範囲か？ 
・地下１００mのトンネルでは 
　なかった！　
　地表スレスレもある

19m19m

環
境
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。
発
生
す
る
放
射
性
の
ト
リ
チ
ウ

ム
水
は
始
末
で
き
な
い
は
ず
だ
。
砂
鉄
川
の
下19

メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
二
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
る
。
猊
鼻
渓
の
水
へ
の
影
響

は
出
な
い
の
だ
ろ
う
か
？�



勇
気
を
持
ち�

立
ち
上
が
っ
た
地
元
の
人
た
ち

ILC誘致を考える会、他
多数の市民運動が継続
している

事
業
に
伴
う
リ
ス

ク
や
コ
ス
ト
、
立

地
の
財
政
負
担
等

説
明
が
な
い
。
環

境
改
変
、
子
供
た

ち
を
活
用
し
た
広

報
、
大
震
災
と
絡

め
た
論
等
懸
念
。



ILCと核の最終処分場　まとめ
１）日大高橋教授、名大吉田教授は北上山地と阿武隈高原北部海岸地域を地層処分の候補地
として挙げている。 
→神戸大石橋教授は「地震現象への考慮に欠ける」と批判している。 

２）日本学術会議回答「原子力発電の国民的合意がないまま最終処分地を求めることは手続
き的におかしい」 
→政策の見直し、総量管理、暫定保管などの提案を国資源エネ庁・WGは無視。 

３）増田前知事は日本創成会議がILC誘致を提案と公開したが，氏が特別顧問をしている(三
菱重工を中心とする)先端加速器技術推進協AAAが推進母体である。
増田氏は最終処分場選定を審議する国の放射性廃棄物WGの委員長だった。 
韓国の事例をモデルにILCとセットもしくは敷地転用で誘致される可能性がある。 

４）達増知事は本県が最終処分地候補となった場合は「反対する、受け入れる考えはない」
「ILC跡地を最終処分場に転用はしない」と回答。知事が変われば？国家権力できたなら？ 

５）国は学術会議回答を受けILCは「誘致するとの結論に至らなかった」と公表。KEKはこ
れを受け学術会議マスタープランにILC計画を応募した。  
＊しかし未だに利権が生ずる業界はあきらめていません。最終処分場が狙いです　



核の最終処分について
最終処分場計画について話し合いの前提条件 
○　高レベル放射性廃棄物の発生を止めること（原発を止める） 

○　エネルギー・原子力政策の国民的合意を得ること 

　  民主的な話し合いの場で合意を得る 

○　放射性物質の汚染から人々を守る法体系を整備すること 
○　人々の人格権（幸福追求権）を尊重すること 
以上を前提に、 

全国民で高レベル廃棄物の最終処分について考えることにしてはどうでしょう
か。



おわりに�
◉　原子力小　　
　　　　　　金金力　力　
　　　　　　立行　
　　　力欠

◉　子力
　　人止力
　　　　手工
　　　　工止高
　　小
　　　　金
　　　　
○　人自自立民人
○　心心　　　　　
　　行

本日のレジメ、スライド、資料集は　三陸の海・岩手の会HPに全てアップ
（24.4.25日付）しました。詳しい資料もHPにアップしています。 


